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論    文    の    要    旨 




















Z∼77 の中性子過剰核は、136Xe ビーム（9.4 MeV/核子）と 198Pt 標的を使った多核子移行反応で生成
した。KEK isotope separation system（KISS）は、多核子移行反応により生成した標的反跳核から単一核
種を選別して引き出すことのできる元素選択型質量分離器である。KISS は、反応生成物を停止・中性化
し元素選択的にレーザー共鳴イオン化を行うガス捕集型レーザーイオン源、質量分離器であるオンライン





導出した。197Ir の核磁気モーメントは、同中性子体である 199Au の先行研究結果と近い値であった。この
結果は、陽子の単一粒子軌道が同じである N=112,114,116の Irおよび Au同位体での核磁気モーメント




較した。その結果、実験値を最もよく再現したのは、陽子軌道が d 3⁄2で、中性子軌道が p 3⁄2あるいは d 5⁄2
の場合であった。この結果は、N≥109 の系統性と一致している。さらに、本研究では、導出した同位体シ
フト量から、液滴模型を仮定して原子核の荷電半径と変形パラメータの変化量を導出した。得られた変形



























 平成30年 2月 9日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資
格を有するものと認める。 
 
